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あとがき
　年の瀬はさすがに鎌倉も観光客が減りいつもの
静かな街になっていました。湘南鎌倉総合病院の高
層階からは富士山が見えます。毎年「もう冠雪が
あったかなあ」などと思いつつ病棟回診をしていま
す。今年は，お正月早々に，もう梅の花が咲いてい
ました。秋深まる頃はブラームスが聴きたくなりま
すが，真冬はどうでしょうか？そうだ，シューベル
トを聴いてみよう。
　今回の特集はAKI の基礎と臨床です。急性腎不
全という言葉からAKI になりましたが，筆者は急
性腎不全の病態生理で博士号をもらっています。当
時，誰も見向きをしなかったし，考えもしなかった
急性腎不全の糸球体病理を研究しました。糸球体で
は光学顕微鏡でももちろん，透過電験でも変化は目
立ちません。ところが走査電験で観察すると見事に
糸球体内皮細胞に大きな変化がありました。内皮小
孔が無くなっていたのです。初期では減少し，回復
したら穴が元に戻っている。つまり GFRを規定す
るKf（濾過係数）＝ Lp（透過係数）×A（濾過面積）
のAの減少からGFRの低下をきたす可能性を示唆
しているという論文でKidney	International に掲載
され，無事大学院を卒業しました。あれからおよそ
半世紀が経ち，今回の執筆者の鋭い視点が何より改
めて筆者への刺激となりました。AKIの診断から病
態病理，CKDへの移行など臨床現場で極めて大き
な問題となっています。今回はこれらに加えて，
miRNAと EVs，再生医療などは大いなる興味を惹
きました。
　箱根駅伝では，またも凄いことが起こりました。
ラグビーもある。そうだ祝いの酒は菊正宗でいこう。
	 小林　修三
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